
▼
ア
フ
タ
ー
・
ユ
ー
（after

you

）

言
う
ま
で
も
な
く
「
貴
方
の
後
で
」

と
い
う
英
語
の
言
葉
で
あ
る
が
、

も
う
少
し
丁
寧
に
訳
す
と
「
お
先

に
ど
う
ぞ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
ア
フ
タ
―
・
ユ
ー
」
を
思
い
つ

い
た
の
は
、
私
事
に
わ
た
る
が
、

正
月
早
々
に
家
内
を
亡
く
し
た
こ

と
か
ら
だ
。
▼
本
来
、
年
齢
と
い

い
、
健
康
面
か
ら
考
え
て
も
家
内

が
私
に
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
言

う
の
が
順
当
で
、
私
か
ら
家
内
に

ア
フ
タ
ー
・
ユ
ー
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
と
は
、
夢
に
だ
に
思
っ
て

い
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
話
は
、

し
め
っ
ぽ
く
な
る
の
で
、「
ア
フ

タ
ー
・
ユ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
介

し
て
、
今
の
落
ち
込
ん
だ
気
持
ち

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第

で
あ
る
。
▼
外
国
で
、
エ
レ
ペ
ー

タ
な
ど
に
乗
り
合
わ
せ
た
場
合
、

同
じ
階
で
降
り
る
人
同
士
が
、
ア

フ
タ
ー
・
ユ
ー
と
先
を
譲
り
合
っ

た
り
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。

そ
れ
は
何
と
な
く
奥
ゆ
か
し
い
光

景
で
、
人
間
味
を
感
じ
る
瞬
間
で

も
あ
る
。
▼
巷
間
、
英
語
に
「
丁

寧
語
は
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
英
語
の
先
生
が
言
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
に

英
語
の
国
に
住
ん
で
み
る
と
、
ア

フ
タ
ー
・
ユ
ー
の
よ
う
な
、
非
常

に
感
じ
の
良
い
言
葉
に
出
会
う
、

と
い
う
の
が
今
月
の
本
欄
の
主
旨

で
あ
る
。
▼
英
語
で
伴
侶
の
こ
と

を
ベ
タ
ー
・
ハ
ー
フ
（betterhalf

）

と
言
う
が
、
直
訳
す
る
と
「
よ
り

良
い
半
分
」、
配
偶
者
同
士
が
互

い
を
そ
う
思
っ
て
い
る
こ
と
は
麗

し
い
こ
と
で
あ
る
。
私
が
文
法
的

に
誤
っ
た
「
表
現
」
を
す
る
こ
と

は
如
何
な
も
の
か
だ
が
、
亡
く
な

っ
た
家
内
は
私
に
取
っ
て
「
ベ
ス

ト
・
ハ
ー
フ
」
で
あ
っ
た
。
▼
そ

う
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
他
色
々

な
英
語
の
言
葉
を
思
い
つ
く
が
羅

列
す
る
と
く
ど
く
な
る
の
で
、
こ

の
辺
り
に
し
て
お
こ
う
。
（
エ
フ
）
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中国全図からみた福建省の位置

福
建
省

チャンピオンの妙技に見入るアモイ大学の参加者。特殊技には歓声が上がった

重木 洋（左）山木弘行両チャンピオン（右）

入賞者一同で記念撮影。この後の賞品授与で大騒ぎ訪中団学生も一緒に、車座になりペインティング

こ
と
は
な
い
と
い
う
程
の
大
き

な
出
来
事
で
あ
る
。
け
ん
玉
競

技
で
最
高
位
を
持
つ
二
人
の
妙

技
に
、
初
め
て
け
ん
玉
を
目
に

し
た
驚
き
を
超
え
て
、
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
た
。
中
国
青
年

連
盟
の
福
建
省
主
席
も
、
す
っ

か
り
け
ん
玉
に
魅
了
さ
れ
、
是

非
次
回
の
植
林
活
動
の
際
に
改

め
て
け
ん
玉
大
会
を
開
い
て
欲

し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
ほ
ど

だ
。
今
大
会
の
成
功
は
、
二
人

の
け
ん
玉
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
活

躍
に
依
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

ア
モ
イ
市
は
、
中
国
で
も
五

大
経
済
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い

る
豊
か
な
地
域
で
、
市
の
中
心

に
あ
る
ア
モ
イ
大
学
も
中
国
で

五
指
に
入
る
有
名
大
学
で
あ

る
。
学
生
達
は
、
模
範
演
技
に

見
入
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ

メ
ー
ジ
を
白
木
の
け
ん
玉
に
描

き
始
め
た
。
通
常
は
不
透
明
油

彩
だ
が
、
今
回
は
時
間
の
関
係

で
油
性
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
で
の
彩

色
で
あ
る
。
十
六
色
を
巧
み
に

使
い
、
見
る
見
る
独
創
的
な
け

ん
玉
が
出
来
上
が
っ
て
く
る
。

審
査
が
大
変
だ
と
、
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
が
頭
を
抱
え
る
程
の
出

来
映
え
で
あ
っ
た
。

競
技
の
部
で
は
、
五
分
の
練

習
を
経
て
、
出
題
さ
れ
た
課
題

競
技
を
行
い
、
ミ
ス
な
く
通
過

し
た
順
に
順
位
が
決
ま
っ
た
。

見
事
一
位
に
輝
い
た
羅
さ
ん
の
作
品
。

片
面
に
は
、
日
本
の
象
徴
で
あ
る
丹
頂

鶴
が
優
雅
に
飛
ぶ
様
が
、
反
対
側
に
は
、

中
国
の
象
徴
「
万
里
の
長
城
」
と
「
龍
」

が
描
か
れ
て
い
る
。
と
て
も
十
五
分
で

仕
上
げ
た
と
は
思
え
な
い
緻
密
な
筆
致

で
、
色
使
い
を
紹
介
で
き
な
い
の
が
残

念
だ
が
、
様
々
な
色
彩
に
溢
れ
て
い
る

二
位
入
賞
の
張
さ
ん
の
作
品
。
中
国
服

と
日
本
の
着
物
が
表
裏
で
描
か
れ
て
い

る
。
呉
さ
ん
の
作
品
は
、
海
面
か
ら
昇

る
朝
日
と
、
海
に
浮
か
ぶ
帆
船
が
見
事

＊2007「日中文化・スポーツ交流年」＊
日中国交正常化35周年を記念して、日中両国国民の相互

理解を深めることを目的に実施するものです。特に次世代
の中国を担う方々に、新しい日本と日本人のイメージを正
しく伝えていきたいと考えています。APECの日中外相会
談でもこの事業を通じて、日中関係をより高いな次元に高
めていくことで一致しました。（外務省ホームページより）
☆ロゴはCHINAの「C」とJAPANの「J」で描いたハート☆

「
友
愛
」
が
植
林
で
訪
れ
た
福
建
省
ア
モ
イ
市
で
、
新
た
な
文
化

交
流
が
行
わ
れ
た
。
外
務
省
が
推
進
す
る
２
０
０
７
「
日
中
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
」
の
正
式
認
定
事
業
と
し
て
「
け
ん
玉
」
の
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
と
競
技
の
大
会
を
開
催
し
た
の
だ
。

今
大
会
に
は
、
ア
モ
イ
大
学
の
学
生
一
五
〇
名
余
の
参
加
を
得
た
。

友
愛
訪
中
団
に
参
加
し
た
日
本
側
大
学
生
と
も
、
大
い
に
交
流
が
行

わ
れ
成
功
裡
に
終
了
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
け
ん

玉
協
会
よ
り
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
二
名
の
派
遣
、
け
ん
玉
の
寄
贈
と
絶
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
度
２
０
０
７
「
日
中
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
」
実
行
委
員
会

よ
り
感
謝
状
（
写
真
左
）
が
届
き
、
事
業
の
成
功
を
裏
付
け
た
。
前
号

で
ご
案
内
の
通
り
、
今
号
で
写
真
と
と
も
に
詳
細
を
お
届
け
す
る
。

けん玉大会受賞者（敬称略）

「
け
ん
玉
の
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
」
と
は
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉

だ
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思

う
が
、
白
木
の
け
ん
玉
に
彩
色

を
施
し
、
そ
の
芸
術
性
を
競
う

も
の
で
あ
る
。「
友
愛
」
で
は

か
ね
て
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

け
ん
玉
協
会
が
主
催
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
に
「
日
本
友
愛
青
年
協

会
賞
」
を
提
供
し
、
そ
の
活
動

を
応
援
し
て
い
る
。

今
回
外
務
省
の
推
進
す
る
２

０
０
７
「
日
中
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
交
流
年
」
の
正
式
認
定
事
業

と
し
て
、「
友
愛
」
が
植
林
活

動
で
訪
中
の
折
り
、
け
ん
玉
を

軸
に
文
化
交
流
大
会
を
開
く
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
友
愛
」

奥
住
壽
監
事
の
ご
尽
力
も
あ

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
け
ん
玉

協
会
よ
り
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。

そ
の
一
つ
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

二
名
の
派
遣
で
、
国
内
で
も
二

人
が
同
時
に
模
範
演
技
を
す
る
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「
友
愛
」
の
青
少
年
国
際
交
流
事
業
の
一
つ
で
あ
る
植
林
活
動
も
八
年
目
を
迎
え
、
今
年
度
は
二
カ
所
を
担
当
し
た
。
十
九
年
十
二
月
の
新

規
事
業
福
建
省
ア
モ
イ
市
に
続
き
、
平
成
十
六
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
湖
北
省
シ
キ
県
の
三
峡
ダ
ム
周
辺
の
第
三
期
植
林
活
動
が
行
わ
れ
た
。

三
峡
ダ
ム
は
、
完
成
を
目
前
に
発
電
所
も
稼
働
を
始
め
、
地
元
は
活
気
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
年
末
に
降
っ
た
雪
の
被
害
も
甚
大
で
、

柑
橘
類
生
産
関
係
者
は
大
き
な
痛
手
を
被
っ
た
。
植
林
記
念
碑
の
建
つ
現
地
で
も
、
生
々
し
い
崖
崩
れ
の
跡
が
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

重
要
な
産
物
で
あ
る
柑
橘
系
の
植
物
が
、「
凍
結
」
に
よ
る
葉
の
変
色
、
立
ち
枯
れ
な
ど
を
生
じ
、
今
後
予
想
さ
れ
る
被
害
総
額
も
か
な
り
の

額
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
状
況
か
ら
も
、
植
林
活
動
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
く
、
治
水
、
土
砂
災
害
防
止
、
環
境
改
善
、
経

済
活
動
増
強
な
ど
、
多
方
面
へ
の
効
果
が
望
ま
れ
て
い
る
。

湖
北
省
シ
キ
県
三
峡
ダ
ム
周
辺
植
林
活
動
、
第
三
期
植
林
終
了

中国全図からみた今回の植林地

湖
北
省

二
月
二
十
六
日
（
火
）
〜
二

月
二
十
九
日
（
金
）
の
三
泊
四

日
の
予
定
で
、
友
愛
植
林
訪
中

団
は
出
発
し
た
。

訪
中
団
は
、
こ
れ
ま
で
全
て

の
訪
中
に
参
加
し
て
い
る
川
手

正
一
郎
団
長
の
も
と
、
同
じ
く

毎
回
参
加
の
福
田
八
州
雄
評
議

員
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
の
谷

藤
宰
（
つ
か
さ
）
さ
ん
、
羽
中

田
事
務
局
員
の
四
名
で
結
成
さ

れ
た
。

成
田
か
ら
北
京
経
由
で
、
湖

北
省
宣
昌
市
の
宣
昌
空
港
へ
。

空
港
で
は
関
係
者
一
行
が
「
熱

烈
歓
迎
」
の
横
断
幕
で
出
迎
え

る
な
か
、
友
愛
訪
中
団
は
無
事

到
着
し
た
。

こ
こ
か
ら
約
一
時
間
半
車
で

植
林
地
近
く
の
街
に
向
か
う
。

植
林
活
動
最
終
日
、
関
係
者
に
よ
る
説

明
、
報
告
会
議
が
も
た
れ
た
。
熱
心
な

中
国
側
関
係
者
は
十
分
な
資
料
を
作

成
、
漢
字
も
日
本
側
に
解
る
よ
う
旧
字

を
用
い
る
な
ど
細
か
い
気
配
り
だ
っ
た

植
林
会
場
に
は
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
沢

山
の
子
供
た
ち
、
村
人
の
方
々
が
集
ま

っ
て
歓
迎
し
て
く
れ
た

昨
年
冬
の
降
雪
で
、
ミ
カ
ン
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
併
せ
て
崖
の
崩
壊
な
ど
が

各
地
で
起
こ
り
、
道
が
寸
断
さ
れ
た
り
、
ミ
カ
ン
の
出
荷
が
出
来
な
い
な
ど
被
害
は

連
鎖
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
三
峡
ダ
ム
の
建
設
で
出
来
上
が
っ
た
シ
キ
県
が
、

初
め
て
見
舞
わ
れ
た
大
き
な
災
害
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
改
善
、
予
防
の
た
め

に
も
植
林
は
欠
か
せ
な
い
事
業
と
な
っ
て
い
る

い
つ
も
「
熱
烈
歓
迎
」
で
迎
え
て
く
だ

さ
る
中
国
側
担
当
者
の
方
々
。
今
回
も
、

空
港
に
大
き
な
横
断
幕
。
色
は
も
ち
ろ

ん
中
国
で
は
最
高
位
の
「
赤
」。
特
に

「
友
愛
」
は
特
別
と
嬉
し
い
言
葉
も

五
〇
度
以
上
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
急
斜

面
が
、
今
回
の
植
林
地
。
い
た
る
と
こ

ろ
に
ミ
カ
ン
が
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
の

地
だ
が
、
崩
壊
は
つ
き
も
の
。
こ
の
植

林
に
期
待
が
集
ま
る
所
以
で
あ
る

植
林
地
ま
で
は
揚
子
江
を
渡
っ
て
行

く
。
フ
ェ
リ
ー
と
言
わ
れ
た
が
、
ま
る

で
ハ
シ
ケ
の
よ
う
な
船
が
や
っ
て
き
た

今
回
の
植
林
に
用
い
ら
れ
た
「
ミ
カ
ン

の
苗
」。
シ
キ
県
は
ミ
カ
ン
と
お
茶
の

栽
培
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン
、
ネ
ー
ブ
ル

オ
レ
ン
ジ
は
主
な
収
入
源
で
あ
る
。
環

境
改
善
と
経
済
改
善
の
一
石
二
鳥
策

「
母
な
る
川
を
守
る
活
動
」
と
書
か
れ

た
植
林
記
念
碑
。
川
手
団
長
（
写
真
右
）

と
シ
キ
県
副
知
事
（
写
真
左
）
に
よ
っ

て
除
幕
さ
れ
た
。
葉
の
デ
ザ
イ
ン
の
碑

に
は
「
日
本
友
愛
青
年
協
会
」
の
名
も

昨
年
、
一
昨
年
の
植
林
現
場
を
視
察

元
気
に
、
太
く
育
っ
た
苗
に
一
同
感
激
！

訪
中
団
は
、
第
一
期
（
平
成

十
六
年
二
月
）、
お
よ
び
第
二

期
（
平
成
十
八
年
二
月
）
の
植

林
地
二
カ
所
を
視
察
、
活
着

（
移
植
し
た
植
物
が
根
付
く
）

率
九
〇
％
以
上
と
い
う
成
果
に

伴
い
、
元
気
に
育
成
し
て
い
る

苗
を
見
て
、
歓
声
を
上
げ
た
。

苗
の
背
丈
の
伸
び
は
一
〇
〜

二
〇
セ
ン
チ
だ
が
、
幹
の
太
さ

は
直
径
で
一
〜
二
セ
ン
チ
増
を

上
回
り
、
し
っ
か
り
根
付
い
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
一
期
植
林
の
ヒ
バ
種
の
苗

は
、
手
入
れ
も
行
き
届
き
、
植

林
時
に
比
べ
る
と
確
実
に
大
き

く
な
っ
て
い
た
。（
写
真
左
上
１
）

全
体
的
に
見
回
し
て
も
、
か

細
い
感
が
否
め
な
か
っ
た
植
林

時
に
比
べ
、
そ
の
存
在
が
は
っ

き
り
と
判
る
大
き
さ
に
育
っ
て

い
た
。

（
写
真
左
下
３
）

ま
た
、
昨
年
植
林
し
た
柑
橘

系
植
物
は
、
幹
が
一
段
と
太
く

な
り
、
逞
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

手
入
れ
を
し
て
い
る
現
地
担

当
者
の
話
で
は
、
再
来
年
に
は

花
を
付
け
、
結
実
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
白
い
花

に
お
お
わ
れ
た
山
、
黄
色
い
実

を
付
け
た
木
々
を
思
い
浮
か

べ
、
大
き
く
育
て
と
声
を
掛
け

て
下
山
し
た
。
（
写
真
右
上
２
）

既
に
植
林
が
済
み
、
林
を
形

成
し
つ
つ
あ
る
別
の
山
の
斜
面

は
、
緑
の
比
率
が
多
く
な
り
、

茶
色
の
地
肌
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

（
写
真
右
下
４
）

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
環
境

改
善
の
面
か
ら
も
、
土
砂
災
害

防
止
の
観
点
か
ら
も
効
力
を
発

揮
す
る
よ
う
に
な
る
。

ヒ
バ
も
ミ
カ
ン
も
、
早
く
大

き
く
、
強
く
育
て
！
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今
回
の
植
林
地
は
、
三
峡
ダ

ム
の
上
流
に
あ
た
り
、
宿
泊
地

よ
り
車
で
さ
ら
に
一
時
間
半
内

陸
に
向
か
う
。
途
中
揚
子
江
を

横
断
す
る
た
め
「
フ
ェ
リ
ー
」

に
乗
っ
た
が
、
実
態
は
写
真
の

通
り
。

周
辺
は
三
峡
ダ
ム
建
設
に
よ

り
、
湖
底
に
沈
む
こ
と
に
な
る

地
域
の
方
々
の
移
住
の
た
め
に

建
て
ら
れ
た
ア
パ
ー
ト
が
並

び
、
昔
な
が
ら
の
中
国
の
風
景

と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
、
何
と
移
住
し

た
人
数
は
百
三
〇
万
人
、
一
つ

の
市
が
新
た
に
出
来
上
が
っ
た

こ
と
に
な
る
。

三
峡
ダ
ム
は
、
そ
れ
程
経
済

的
に
も
、
人
的
に
も
大
き
な
事

業
で
、
中
国
も
威
信
を
か
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
二
六
基
あ

る
巨
大
発
電
タ
ー
ビ
ン
は
既
に

稼
働
を
始
め
、
電
力
を
供
給
し

て
い
る
。
ダ
ム
の
水
位
も
徐
々

に
上
が
っ
て
お
り
、
完
成
は
間

近
。
と
は
い
え
全
貌
を
俯
瞰
す

る
こ
と
は
難
し
い
程
の
巨
大
な

建
造
物
で
、
正
に
万
里
の
長
城

の
河
版
と
い
え
る
。

付
近
は
、
揚
子
江
の
水
蒸
気

が
常
に
川
面
に
漂
い
、
視
界
の

下
三
分
の
一
は
モ
ヤ
が
か
か
っ

た
よ
う
に
見
え
る
。「
こ
れ
が

ま
さ
に
山
水
画
に
描
か
れ
て
い

る
景
色
で
す
よ
」
と
中
青
連
湯

部
長
が
、
流
暢
な
日
本
語
で
説

明
し
て
く
れ
た
。

立
つ
の
も
難
し
い
ほ
ど
の
傾

斜
地
に
、
何
と
か
ミ
カ
ン
の
苗

を
植
え
付
け
、
水
を
や
り
、
無

事
植
樹
を
済
ま
せ
た
。
シ
キ
県

の
誇
り
で
も
あ
る
柑
橘
樹
の
葉

を
象
っ
た
記
念
碑
も
、
急
勾
配

に
建
立
さ
れ
て
い
た
。

シ
キ
県
関
係
者
の
努
力
で
、

報
告
会
議
の
開
催
も
あ
り
、
充

実
し
た
植
林
訪
中
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。

雪
害
に
よ
る
特
産
物
ミ
カ
ン
の
被
害
甚
大

崖
崩
れ
な
ど
連
鎖
的
被
害
の
中
、
希
望
の
苗
を
植
え
る
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メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世
界
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
の
、
輝
か
し
き

成
果
を
受
け
て
、
こ
の
灯
を
消

す
こ
と
な
く
続
け
て
ゆ
こ
う

と
、
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
委
員
会

の
存
続
が
決
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ

組
織
委
員
会
の
残
余
財
産
を
継

承
、
中
青
連
に
事
務
所
を
戻
し
、

再
出
発
を
し
た
。

幸
い
、
世
界
青
少
年
交
流
協

会
の
メ
キ
シ
コ
派
遣
に
合
流

し
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
、

メ
キ
シ
コ
政
府
、
同
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
、
青
少
年
団
体
に
、

東
京
の
際
の
資
料
を
も
と
に
、

キ
ャ
ン
プ
開
催
の
熱
心
な
要
請

を
展
開
し
た
。

ち
な
み
に
、
そ
の
時
の
派
遣

団
員
の
大
洞
龍
明
氏
（
友
愛
岐

阜
）
の
肝
入
り
で
、
一
昨
年
東

京
で
、
四
十
年
ぶ
り
に
会
合
が

も
た
れ
た
。

多
く
の
関
係
者
の
努
力
が
実

を
結
び
、
一
九
六
八
年
メ
キ
シ

コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
キ
ャ
ン

プ
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
た
。

そ
れ
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
が
主
催
、
種
目
の
一
つ
と

し
て
実
施
す
る
、
画
期
的
事
業

と
な
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
派
遣
日
本
団
の
結
成

メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
か
ら
の
、
キ
ャ
ン
プ
の
正

式
招
請
を
受
け
て
、
メ
キ
シ
コ

食
堂
、
劇
場
、
宿
舎
、
広
場
、

運
動
場
、
プ
ー
ル
、
各
施
設
等

が
あ
り
、
テ
ン
ト
生
活
を
想
像

し
て
い
た
団
員
は
、
施
設
の
立

派
さ
に
、
先
ず
驚
か
さ
れ
た
。

食
事
は
、
五
百
人
収
容
の
食

堂
で
セ
ル
フ
、
料
理
も
多
彩
で
、

飲
み
放
題
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ま

で
つ
い
た
。

キ
ャ
ン
プ
村
の
開
村
式
は
、

十
月
四
日
、
参
加
国
は
、
十
八

ヶ
国
、
八
百
三
十
一
人
で
あ
っ

た
。参

加
人
数
の
多
い
国
を
あ
げ

る
と
、
地
元
メ
キ
シ
コ
二
百
二

十
五
人
、
西
独
百
四
十
九
人
、

日
本
百
三
十
人
、
米
国
百
十
人
、

フ
ラ
ン
ス
六
十
人
と
な
る
。

本
番
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

会
式
は
十
月
十
二
日
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
の
で
、
メ
キ
シ
コ
ら
し
い
陽

気
な
歌
と
踊
り
と
マ
リ
ア
ッ
チ

の
祭
典
と
な
る
。

そ
れ
に
、
さ
き
が
け
て
の
前

夜
祭
は
、
聖
地
テ
ィ
チ
オ
ア
カ

ン
の
、
月
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
の
祭

場
で
、
古
代
に
の
っ
と
り
、
厳

か
な
式
典
が
も
た
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
特
筆
す
べ
き
行
事

二
十
日
間
の
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
参
加
国
の
高
い
評
価
を
受

け
た
日
本
体
協
の
体
力
テ
ス

ト
、
日
本
の
夕
べ
を
始
め
と
す

る
各
国
の
友
情
の
集
い
。
十
五

日
間
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

開
、
閉
会
式
、
日
本
サ
ッ
カ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世
界
青
少
年
キ

ャ
ン
プ
派
遣
実
行
委
員
会
が
結

成
さ
れ
た
。（
委
員
長
・
川
崎

秀
二
）

メ
ン
バ
ー
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
、
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
委
員
会
、
中
青

連
、
日
本
体
協
で
構
成
さ
れ
、

所
管
は
、
文
部
省
社
会
教
育
局

青
少
年
課
と
な
っ
た
。

度
重
な
る
協
議
の
上
、
各
要

項
、
募
集
、
研
修
等
に
検
討
を

加
え
た
結
果
、
派
遣
団
が
結
成

さ
れ
た
。

総
勢
百
三
十
名
、
団
長
奥
田

吉
郎
（
友
愛
）
副
団
長
石
川
一

郎
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）
事
務

局
長
古
屋
修
則
（
日
青
協
）。

私
も
団
長
に
選
ば
れ
大
変
名
誉

で
あ
る
と
同
時
に
、
重
大
な
責

任
を
感
じ
た
。

友
愛
か
ら
は
、
他
に
辻
谷
勝

宏
（
助
監
督
）
山
田
行
春
（
学

生
部
）
吉
川
貴
盛
（
学
生
部
・

現
衆
議
院
議
員
）
の
三
名
が
参

加
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
十
月
五
日
、

羽
田
空
港
を
出
発
し
、
ロ
ス
を

経
由
し
て
、
メ
キ
シ
コ
に
入
り
、

そ
の
ま
ま
オ
ア
ス
テ
ペ
ッ
ク
の

キ
ャ
ン
プ
に
入
村
し
た
。

オ
ア
ス
テ
ペ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
村

と
行
事

村
は
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
か

ら
九
十
キ
ロ
の
遠
隔
の
地
に
設

営
さ
れ
た
も
の
の
、
社
会
保
障

庁
自
慢
の
国
民
休
暇
村
で
、
二

十
四
万
坪
の
広
大
な
敷
地
に
、

の
銅
メ
ダ
ル
な
ど
、
取
り
上
げ

る
行
事
も
多
い
が
、
と
て
も
紙

数
が
足
り
な
い
の
で
、
三
点
あ

げ
る
。

オ
ア
ス
テ
ペ
ッ
ク
宣
言
（
抄
）

「
世
界
の
青
少
年
を
、
単
に

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
み
な
ら

ず
、
文
化
交
換
及
び
協
力
、

「
友
愛
」
を
通
じ
て
結
集
す
る

た
め
に
、
こ
の
種
の
国
際
キ
ャ

ン
プ
は
、
四
年
毎
に
開
か
れ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
、
場
所

お
よ
び
時
期
に
お
い
て
、
継
続

し
て
開
催
す
る
慣
行
を
樹
立
す

る
こ
と
に
賛
意
を
表
し
、
か
つ

促
す
。

我
々
は
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
が
、
将

来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
青
少
年
キ

ャ
ン
プ
を
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

不
可
分
の
部
分
と
し
て
制
度
化

す
る
こ
と
に
、
考
慮
を
払
う
よ

う
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
に
訴
え
る
。

の
ち
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章

に
採
択
さ
れ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
支
援

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
選
手
団

よ
り
、
陸
上
が
奮
わ
ず
マ
ラ
ソ

ン
に
か
け
る
の
で
、
特
別
の
応

援
依
頼
が
あ
っ
た
。

団
を
あ
げ
て
応
援
に
廻
り
、

イ
ン
ス
ル
ヘ
ン
デ
ス
大
通
り
を

始
め
、
沿
道
に
日
の
丸
の
小
旗

を
も
っ
て
団
員
が
並
び
、
声
援

の
限
り
を
尽
く
し
た
。

苦
し
そ
う
に
走
る
君
原
選
手

を
励
ま
し
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
マ

モ
ウ
選
手
に
つ
い
で
銀
メ
ダ
ル

獲
得
、
沿
道
の
声
援
に
助
け
ら

れ
て
、
走
り
続
け
た
と
の
談
話

を
き
い
て
、
思
わ
ず
熱
い
涙
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
。

不
幸
な
事
件
と
、
思
わ
ぬ
友
好

キ
ャ
ン
プ
引
き
揚
げ
の
前

夜
、
キ
ャ
ン
プ
日
本
団
の
先
頭

を
飾
っ
た
女
性
の
着
物
と
、
体

育
テ
ス
ト
の
機
器
が
盗
難
に
合

（
五
）
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世
界
青
少
年
キ
ャ
ン
プ

東
京

品
川

新
宿

池
袋

鶯
谷

っ
た
。

役
員
会
で
は
、
意
見
が
種
々

出
た
が
、
団
長
の
決
断
で
強
く

抗
議
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
、
在
日
メ
キ

シ
コ
大
使
館
よ
り
連
絡
が
あ

り
、
ど
う
し
て
も
発
見
出
来
な

い
の
で
、
機
器
は
、
金
銭
で
弁

証
、
着
物
に
つ
い
て
は
、
メ
キ

シ
コ
女
性
の
晴
れ
着
贈
呈
と
な

り
、
友
好
を
回
復
し
た
。

終
わ
り
に

友
愛
外
廻
り
も
こ
れ
で
終
わ

り
ま
す
が
、
友
愛
本
来
の
活
動

の
他
に
、
日
本
の
青
少
年
団
体

の
一
つ
と
し
て
の
、
活
動
の
一

端
に
触
れ
て
み
ま
し
た
。

他
に
も
、
中
央
青
少
年
団
体

連
絡
協
議
会
（
中
青
連
）
日
本

青
少
年
団
体
国
際
委
員
会
（
青

年
国
際
委
）
世
界
連
邦
青
年
協

議
会
、
核
兵
器
禁
止
平
和
建
設

国
民
会
議
（
核
禁
会
議
）
青
少

年
育
成
国
民
会
議
等
、
関
連
の

事
業
も
、
多
々
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
程
度
に
止
め
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
了
）

コ
ン
ク
ー
ル
が
終
了
し
て
、

早
二
ヶ
月
。
あ
っ
と
い
う
間
に

コ
ン
サ
ー
ト
へ
向
け
、
ウ
ィ
ー

ン
へ
旅
立
つ
日
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
九
月
ま
で
ウ
ィ
ー

ン
に
滞
在
し
、
音
楽
の
勉
強
し

て
い
た
私
で
す
が
、
こ
の
よ
う

に
「
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク

ー
ル
優
勝
者
コ
ン
サ
ー
ト
」
と

い
う
か
た
ち
で
、
再
び
ウ
ィ
ー

ン
の
地
を
踏
め
る
と
は
、
な
ん

と
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
！

今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
、
友
愛
ド
イ
ツ

歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
機
会
を
得

て
、
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
加
え
て
具
体
的
に
文

部
科
学
大
臣
賞
受
賞
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

場
。
見
事
優
勝
の
石
井
　
藍
さ
ん

は
、
私
自
身
の
大
き
な
自
信
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
又
、

一
緒
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
す

る
方
々
と
も
、
出
来
る
だ
け
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し
、
さ

ら
に
こ
の
先
の
糧
に
出
来
る
よ

う
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
石
井
　
藍
　
記
）

＊＊＊　軽井沢友愛山荘料金表　＊＊＊

＊
受
付
開
始
三
月
二
四
日
＊

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
四
月

一
日
に
、
開
館
い
た
し
ま
す
。

友
愛
山
荘
の
運
営
は
、「
友

愛
活
動
」
の
原
点
と
も
い
え
る

活
動
で
、
今
後
の
活
動
の
た
め

に
も
十
分
な
活
用
が
で
き
る
よ

う
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
利
用
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
の
避
暑
地
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
、
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉

と
季
節
を
問
わ
ず
自
然
の
景
観

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
大
型
商
業
拠
点

の
出
店
も
多
く
、
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

友
愛
山
荘
は
、
会
議
室
な
ど

の
設
備
も
あ
り
、
研
修
、
勉
強

会
、
合
宿
な
ど
に
も
最
適
で
す
。

最
大
収
容
人
数
も
四
十
二
人

と
、
十
分
な
収
容
力
を
備
え
て

い
ま
す
の
で
、
各
種
団
体
研
修

旅
行
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
新
料
金
表

（
下
欄
・
一
泊
二
食
付
き
一
名

分
・
税
別
・
五
名
ま
で
同
室
）

が
設
定
さ
れ
、
五
名
以
上
の
団

体
で
、
研
修
会
、
勉
強
会
、
親

睦
会
、
合
宿
な
ど
の
利
用
目
的

の
場
合
団
体
割
引
料
金
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ご
利
用
に
つ

い
て
の
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
０
３
（
５
６
８
４
）
３
１
８
８

○
有
料
利
用
施
設

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
バ
レ
ー
コ

ー
ト
兼
用

（
一
面
　
全
天
候
型
）

会
議
室
（
十
五
名
ま
で
）

ピ
ア
ノ

（
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型
　
一
台
）

自
転
車

24
イ
ン
チ
／
一
〇
台
）

＊
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
会
議
室

ご
利
用
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
無
料
貸
し
出
し

各
種
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
セ
ッ
ト
は
無
料
貸
し
出
し
を

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
簡
単
な
囲
碁
、
将
棋

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

○
そ
の
他

＊
山
荘
は
二
階
建
て
で
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
備
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
一
階
を
ご
希
望
の

方
は
、
申
込
み
の
際
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

＊
浴
衣
、
小
タ
オ
ル
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト
は

用
意
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
ヤ

ー
は
浴
室
に
備
え
付
け
で
す
。

「
友
愛
」
と
姉
妹
団
体
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟

（：

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
の
交
換
研
修
生
と
し
て
、
昨
年
の
友
愛
ド
イ
ツ
歌

曲
コ
ン
ク
ー
ル
一
位
入
賞
の
石
井
藍
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
た
。
石
井
さ

ん
は
、
三
月
十
三
日
ウ
ィ
ー
ン
で
晴
れ
舞
台
に
立
つ
。

出
発
に
あ
た
っ
て
そ
の
抱
負
を
『
友
愛
』
に
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
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世界を知ろう！　日本を伝えよう！
平成２０年度内閣府青年国際交流事業の日本参加青年募集
内閣府では、日本と世界各国の青年の交流を通して、相互理解と友好を深め、広い国際的視野と国際協調の精神を
身につけた次代を担うにふさわしい青年を育成するため、青年国際交流事業を実施しています。
（財）日本友愛青年協会では、参加者の推薦を行っております。ご希望の方は事務局までお問い合せください。
なお、詳細は、内閣府ホームページhttp://www.cao.go.jp/koryu/ をご参照ください。

◆
過
日
、
世
界
経
済
に
関
す
る

話
を
伺
っ
た
。
日
本
経
済
の
低

迷
が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
疲

弊
し
て
い
る
と
い
う
言
葉
で
は

言
い
尽
く
せ
な
い
日
本
経
済
の

状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国

の
振
興
、
イ
ン
ド
の
台
頭
、
ア

メ
リ
カ
の
世
界
に
影
響
を
与
え

た
信
用
収
縮
な
ど
が
複
雑
に
絡

み
合
っ
て
、
日
本
だ
け
に
視
点

を
お
い
て
い
て
は
い
け
な
い
と

解
る
。
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
。

学
ぶ
と
言
え
ば
、
い
よ
い
よ
鳩

山
友
愛
塾
が
船
出
す
る
。
学
ぶ

意
欲
に
溢
れ
た
優
秀
な
人
材
が

多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
そ
れ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
主
催
側
も
真

剣
勝
負
の
心
意
気
で
臨
ん
で
い

る
。
開
塾
の
四
月
八
日
が
楽
し

み
で
あ
る
。

（
Ｋ
）

◆
春
に
な
っ
て
嬉
し
い
こ
と

は
、
薄
着
に
な
っ
て
身
体
が
軽

く
な
る
こ
と
。
蕗
の
薹
、
ウ
ド
、

タ
ケ
ノ
コ
な
ど
美
味
し
い
旬
の

味
が
楽
し
め
る
こ
と
。
ど
こ
を

見
て
も
花
、
花
、
花
で
、
色
鮮

や
か
な
景
色
に
包
ま
れ
る
こ

と
。
そ
し
て
桜
が
咲
く
と
も
う

最
高
！
　
で
も
事
務
局
の
相
方

は
季
節
で
は
な
く
、「
人
生
の

春
」
真
っ
直
中
で
微
笑
み
に
溢

れ
て
い
ま
す
。

（
も
）

◆
三
月
五
日
は
二
十
四
節
気
の

一
つ
「
啓
蟄
」
で
し
た
。
確
か

に
日
に
日
に
陽
ざ
し
が
春
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
る
、
う
ら
ら
か

な
光
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
虫

に
つ
ら
れ
て
…
？
　
人
間
も
外

出
が
多
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

文
京
区
の
各
所
で
も
梅
が
見
事

に
咲
い
て
い
ま
す
。
梅
見
の
お

帰
り
に
は
、
是
非
事
務
局
に
も

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
エ
ム
）

昨
年
暮
の
十
二
月
二
十
六
日

友
愛
舞
踏
研
究
会
は
創
立
三
十

五
周
年
を
記
念
し
「
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
舞
踏
晩
餐
会
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
会
場
は
、
椿
山
荘

の
オ
リ
オ
ン
Ⅱ
、
三
十
五
周
年

を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な

ホ
ー
ル
で
す
。
二
〇
〇
人
を
越

え
る
お
客
様
が
来
て
く
だ
さ
る

と
い
う
盛
況
で
素
晴
ら
し
い
、

そ
し
て
楽
し
い
思
い
出
深
い
一

夜
と
な
り
ま
し
た
。

（
財
）
日
本
友
愛
青
年
協
会
、

及
び
文
京
社
会
福
祉
協
議
会
の

ご
後
援
を
い
た
だ
き
、
加
え
て

鳩
山
安
子
名
誉
会
長
、
鳩
山
邦

夫
副
理
事
長
を
は
じ
め
、
理
事

の
方
々
、
評
議
員
の
方
々
、
友

愛
0B
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜

り
り
っ
ぱ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
舞
踏
研
究
会
会
員
の

方
々
の
多
大
な
協
力
を
得
て
、

記
念
会
は
盛
会
裡
に
終
了
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ダ
ン
ス
を
愛
す

る
人
達
が
い
る
限
り
、
地
域
の

方
達
と
の
「
和
」
と
「
輪
」
を

大
切
に
、
ダ
ン
ス
を
通
し
て
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご

指
導
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
野
村
明
美
　
記

『
読
売
時
事
川
柳
』
で
ご
活

躍
の
服
部
迪
夫
氏
の
作
品
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

―
ク
ロ
ウ
サ
ギ
絶
滅
危
惧

野
良
犬
も
絶
滅
種
と
露
し
ら
ず

―
サ
メ
ガ
レ
イ
に
揺
ら
れ

平
常
の
竜
宮
城
は
銚
子
沖

―
セ
ブ
ン
銀
行
上
場

コ
ン
ビ
ニ
の
社
史
を
彩
る
金
字
塔

―
知
床
に
宿
題

ユ
ネ
ス
コ
が
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

突
き
つ
け
る

―
手
帳
を
携
帯

警
官
が
職
務
質
問
す
る
非
番

機関紙『友愛』原稿募集
２０年度より、機関紙『友愛』に「会員からのお便り」の欄を設けます。
会員の皆様のご投稿をお待ちいたしております。内容は、ボランティア
活動の報告、地域の名物の紹介、季節のお便り等々、何でも結構です。
ご自慢の写真も大歓迎です。皆様の『友愛』に奮ってご投稿ください。
締切り：特に設けません。いつでもご投稿ください。掲載ご希望の月

がある場合は、２ヶ月前に原稿が届くようお願い致します。
要　領：手書き原稿・データ原稿・メールでの投稿何でも対応可能です。
写　真：紙焼き（カラー・白黒）・デジカメデータどちらでも。

友
愛
舞
踏
研
究
会
（
野
村
直
人
会
長
）

創
立
35
周
年
記
念
会
開
催３５年の歴史を誇る友愛舞踏研究会


